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国際機関による農村の地域資源（伝統文化・農業システム）の認定
地域外部による農村の地域資源の価値への評価と活用
→観光，教育，商業取引など「都市農村交流（定住除く）」が農村振興へ貢献

地域資源の利活用に向け,多様な分野・地域の組織間の連携が重要
農商工等連携促進,六次産業化・地産地消法

多様な組織間の連携構造に関する社会ネットワーク分析
組織間連携構造の可視化・定量的分析を可能にする
食料産業クラスター・ 環境保全システムの維持における多様な
組織間関係の研究
(森嶋2016, Fliervoet et al. 2015)

農林水産省・経済産業省
(2010)「地域を活性化する

農商工連携のポイント」より 5

地域振興における組織間のネットワーク分析

１．研究の背景・目的



調査対象地域(鶴岡・能登・阿蘇)の概要

3. 阿蘇：
世界農業遺産
（GIAHS）

2. 能登：
世界農業遺産

(GIAHS)

鶴岡(山形県) 能登(石川県) 阿蘇(熊本県)

人口 12万人 18万人 6万人

面積 1,312km2 1,978km2 1,079km2

農畜産業
生産額

313億円 236億円 332億円

2014年 2011年 2013年
食文化創造都市ネットワー
ク(UCCN)：UNESCO Creative
Cities Networks, 創造的な
産業育成，文化多様性保護
と発展に貢献しようとする
都市の国際的連携活動

世界農業遺産(GIAHS)：Globally
Important Agricultural
Heritage Sites, FAOによる各国
の伝統的農業システムの価値を
認定し保全するための制度

国際機関
による地
域資源の
認定制度

1. 鶴岡：食文化創造都市
ネットワーク(UCCN)

１．研究の背景・目的

6写真・筆者撮影



地域資源(食文化・伝統的農業システム等）が国際的認定制度に登録され
ている鶴岡・能登・阿蘇の３地域の,地域資源活用事業における多様な組
織の連携構造を「社会ネットワーク分析」を用いて明らかにする

(1)３地域の組織間連携構造を社会ネットワーク分析を使って比べる
(2)農村における組織間連携のタイプを明らかにする
(3)日本の持続的農村振興策への含意を導出する

継続的都市農村交流・持続的地域資源の利活用を推進する農村組織間連携
構造とは？
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研究目的

１．研究の背景・目的



8写真・鶴岡市食文化創造都市HP ・筆者撮影
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⾏政 7 ⾏政 10 ⾏政 17 広域 14 広域 8 阿蘇市 64
農業 6 農業 13 農業 44 旧鶴岡 12 七尾市 5 南⼩⼝町 7
観光 23 観光 6 観光 21 朝⽇ 3 輪島市 4 ⼩⼝町 9
研究・教育 3 研究・教育 3 研究・教育 20 温海 7 珠洲市 3 産⼭村 4
伝統 7 環境 7 環境 30 櫛引 3 ⽻咋市 5 ⾼森町 12
研究・教育 3 研究・教育 3 研究・教育 20 ⽻⿊ 4 志賀町 2 南阿蘇村 11

- - - - グリーン・ツーリズム 13 藤島 3 宝達志⽔町 2 ⻄原村 3

- - - - 企業 22 - - 中能登町 2 ⼭都町 3
合計 - - ⽳⽔市 3 阿蘇地域外 44

- - 能登町 5 熊本県外 10
合計 39 167

46 39

セ
ク
タ
ー

鶴岡 能登 阿蘇
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167

鶴岡 能登 阿蘇

地域

UCCN・GIAHS事業に参加している組織に,「連携」相手の組織に関する調査を実施（2016-18年）

「連携」とは・・会合での情報交換，共同事業の実施，祭り・イベントなどへの共同参加，
会議，メール，電話連絡などの全て
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調査対象組織（セクター別・地域別）

＊地域別分類で「広域」は,地域全体で活動する組織。
「旧鶴岡」は,合併前からの「鶴岡市」を指す。

１．研究の背景・目的
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農業

行政
観光

伝統

行政

研究・教育

観光

企業

グリーン
ツーリズム 環境環境

研究・教育

観光
研究・
教育

農業

農業

*四角で囲まれたセクターは連携の数が多い

行政

組織間連携構造（セクター別）

鶴岡・能登
「行政」組織に連携が集中しているが

その他のセクターの連携は少な

「行政」以外（グリーンツーリズム・
環境）セクターにも連携が分散
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「行政」組織周辺に連携が集中
その他のセクターの連携は少ない

２．鶴岡・能登・阿蘇の社会組織の連携構造の特色

鶴岡 能登 阿蘇



鶴岡・能登
「行政」組織に連携が集中しているが

その他のセクターの連携は少な

広域
広域 Wide Area

旧鶴岡
阿蘇市

Outside 
Area

七尾市

珠洲

朝日

温海
藤島 櫛引

羽黒

羽咋
志賀

宝達志水

中能登

穴水

能登

輪島

山都

西原

南阿蘇 高森

産山

小口

南小口

阿蘇地域外

熊本県外

組織間連携構造（地域別）
*四角で囲まれた地域は連携の数が多い

鶴岡 能登 阿蘇

「阿蘇市」以外（阿蘇地域外・小
口・南阿蘇・高森）にも連携が分散
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２．鶴岡・能登・阿蘇の社会組織の連携構造の特色

「中心地域」に連携が集中
その他の地域の連携は少ない

中心地域 中心地域 中心地域



鶴岡 能登 阿蘇
密度 0.321 0.362 0.038
次数集中度 0.679 0.638 0.149
異セクター間連携の割合 64% 71% 74%
異地域間連携の割合 71% 88% 51%

*密度(＝全体の緊密さ）が大きい能登では,密な組織間連携がとられている
*次数集中度(＝主体間の地位の格差）が大きい鶴岡では,中心部に連携が集中
*異セクター/地域間連携の割合（＝異なるグループ間の連携の多さ・多様性）

異なるセクター間の連携は阿蘇で,異なる地域間の連携は能登で,多い
• 各指標の詳細は補足「ネットワーク指数」の説明を参照（p24） 15

ネットワークの全体的特徴（３地域間の比較）

密度・次数集中度
は阿蘇で最低
→
粗密・平等な構造

２．鶴岡・能登・阿蘇の社会組織の連携構造の特色

密度・次数集中度
は鶴岡・能登で高
→
緊密性や不平等
度が大きい構造



次数中⼼性 媒介中⼼性 次数中⼼性 媒介中⼼性
⾏政 18.71 0.0282 広域 17.5 0.0295
農業 12.67 0.0054 旧鶴岡 14.5 0.0178
観光 15.17 0.0194 朝⽇ 16 0.0069
研究・教育 12.67 0.0051 温海 11 0.0038
伝統 10 0.0028 櫛引 12 0.0025

- - - ⽻⿊ 12 0.0032
- - - 藤島 12 0.0055

⾏政と⾏政以外
の間の差 5.05 0.015

中⼼地域と
その他の地
域の差

3.87 0.0198

14.43 0.0154 14.43 0.0154組織全体の平均値

セ
ク
タ
ー

地
域

組織全体の平均値
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２．鶴岡・能登・阿蘇の社会組織の連携構造の特色

セクター・地域別の組織の中心性（鶴岡）

*次数・媒介中心性（＝連携の数・他の組織を媒介する役割の大きさの指標）
が高いセクター・地域ほど,ネットワークにおける地位が高い

・各指標の詳細は補足「ネットワーク指数」の説明を参照（p24）

中心地域の中心性
が,その他の地域
に比べて非常に大

きい

行政と観光の組
織の中心性が,
その他のセク

ターに比べ非常
に大きい

→観光など都市
との交流促進

行政とその他,
中心地域とそ
の他の中心性
の差が非常に

大きい



次数中⼼性 媒介中⼼性 次数中⼼性 媒介中⼼性
⾏政 20.80 0.0418 広域 16.50 0.0418
農業 10.46 0.0068 七尾市 16.80 0.0244
観光 13.33 0.0106 輪島市 12.75 0.008
研究・教育 19.00 0.0227 珠洲市 14.00 0.009
環境 7.86 0.005 ⽻咋市 9.80 0.0046

- - - 志賀町 9.00 0.0013
- - - 宝達志⽔町 13.00 0.0136
- - - 中能登町 13.00 0.0063
- - - ⽳⽔市 15.00 0.0151
- - - 能登町 12.60 0.0093

⾏政と⾏政以外
の間の差 9.49 0.03 中⼼地域とその

他の地域の差 4.31 0.0268

13.74 0.0173 13.74 0.0173組織全体の平均値組織全体の平均値

セ
ク
タ
ー

地
域
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２．鶴岡・能登・阿蘇の社会組織の連携構造の特色

セクター・地域別の組織の中心性（能登）

行政とその他,
中心地域とそ
の他の中心性
の差が非常に
大きい（3地
域で最大）

行政と研究・
教育の組織の
中心性が,そ
の他のセク
ターに比べ非
常に大きい

中心地域の中心性
が,その他の地域
に比べて非常に大

きい



次数中⼼性 媒介中⼼性 次数中⼼性 媒介中⼼性
⾏政 10.76 0.0202 阿蘇市 8.39 0.0153
農業 5.50 0.0085 南⼩⼝町 5.00 0.0068
観光 6.90 0.0111 ⼩⼝町 5.56 0.0092
研究・教育 3.15 0.0033 産⼭村 4.50 0.0042
環境 7.77 0.0220 ⾼森町 5.92 0.0096
グリーンツーリ
ズム 9.00 0.0166 南阿蘇村 7.00 0.0165

企業 3.41 0.0041 ⻄原村 2.67 0.0003
- - - ⼭都町 4.67 0.0051
- - - 阿蘇地域外 5.09 0.0115
- - - 熊本県外 2.40 0.0037

⾏政と⾏政以
外の間の差 4.93 0.0093 中⼼地域とその

他の地域の差 3.33 0.0056

6.34 0.0119 6.34 0.0119

セ
ク
タ
ー

地
域

組織全体の平均値 組織全体の平均値
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２．鶴岡・能登・阿蘇の社会組織の連携構造の特色

セクター・地域別の組織の中心性（阿蘇）

環境セクター
の媒介中心性
は最大。グ
リーンツーリ
ズムも比較的
中心性高

南阿蘇村の媒介
中心性は最大.阿
蘇地域外（熊本
市など）の中心

性も高い
→地域外部組織
を巻き込んだ

交流促進

行政とその他,
中心地域とそ
の他の中心性
の差が3地域

で最小

南阿蘇鉄道HP



環境

グリーン
ツーリズム

企業

農業

観光

研究・教育

毎年,野焼きボランティアを地域内外から募集する

在来牛商品の販売
東京・阿蘇市外の企業と
の継続的商取引

牧畜業者との連携
伝統的な牧畜業・草地保全

多様な組織の間の「コーディネーター」の役割を果たす環境NPOの例
→商取引・ボランティア(グリーンツーリズム)・観光を通じ,都市と長期的関係を構築
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セクター・地域間を調整,分散型構造を支える組織(阿蘇)

２．鶴岡・能登・阿蘇の社会組織の連携構造の特色

写真・筆者撮影
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異なるセクター間の連携が少ない

異なるセクター間の連携が多い

異なる地域の連携が多い異なる地域の連携が少ない

21

３地域のネットワークの比較（異分野連携に注目して）

阿蘇

鶴岡

能登

３．組織間連携構造の類型化・持続的な農村振興への含意

３地域のネットワーク指標（p15参照）

地域内での異セクター間で
環境保全活動交流等盛ん

同セクター（行政・農協等）
が地域を超え緊密に連携

地域内での

セクターを超えた連携
が少ない

鶴岡 能登 阿蘇
異セクター間連携
の割合(縦軸) 64% 71% 74%
異地域間連携
の割合（横軸） 71% 88% 51%



異なるセクター間の連携が少ない

異なるセクター間の連携が多い

異なる地域の連携が多い異なる地域の連携が少ない

同一セクター内の異なる地域間連携が多い
・事業初期の迅速な情報周知・広域の同業種間の監督
やルーティーンワークを効率化

・異分野・外部交流を阻害(「縦割り」構造の弊害)

22

組織間連携構造の特色とメリット・デメリット

同一セクター内の地域内連携が多い
・内部結束・ルーティーンワークを効率化
・組織間連携の形骸化・温度差拡大・
周辺・外部組織の不参加を誘発

鶴岡

能登

３．組織間連携構造の類型化・持続的な農村振興への含意

異なるセクター間の連携が多い
・異分野間交流を通じたイノベーション・緩やかな持続的協調を誘発
・情報の一元的管理や画一的集団行動を阻害

阿蘇



(1)国際的認定地域での資源活用事業における組織間連携構造の比較
・鶴岡・能登は「集中型」,阿蘇は「分散型」の特徴を持つ

(2)「集中型構造」（鶴岡・能登タイプ）
・事業初期の行政（中心）から他セクター（周辺）へ向けた周知・管理
観光事業に関する発信など,行政主導の都市農村交流を推進

・地域内温度差・周辺/外部組織の参加減退→地域資源の長期的利活用を困難に

(3)「分散型構造」（阿蘇タイプ）
・セクター/地域間を調整する組織の存在が異分野・地域内外の連携を促進
・地域内外の継続的交流・イノベーション・資源保全活動への参加・商取引等を誘発
→継続的都市農村交流・持続的地域資源の利活用への貢献

23

結論:組織間連携構造の特徴と都市農村交流への影響

３．組織間連携構造の類型化・持続的な農村振興への含意



密度：ネットワーク全体の「凝集性」の指標。密度が高いほど, 全体でのコミュニケーション, 協調

的行動, アイディアの交換などが促される

次数集中度：ネットワーク全体の「集中度」の指標（主体間関係の不平等さ）。「スター型・

集中的」構造（集中度が高い）は, 中心から周辺へ向けた効率的・迅速な情報伝達・

命令・ルーティーンワークにおける監督などを容易にする

異なるセクター/地域間の連携の割合:ネットワーク全体の「多様性」の指標。ネットワーク全体

の関係のうち，どの程度が異なるグループ（分野）をまたがった関係であるのかを示す

次数・次数中心性：各主体の地位の高さ・中心性の指標（関係の数の多さに基づく）

媒介中心性：各主体の地位の高さ・中心性の指標（他の主体間を媒介する程度に基づく）

補足：「ネットワーク指数」の説明

24
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